
奄美群島の蝶類

岩 村 巌

Some Notes on the Butterflies Fauna of Amami lslands.. by Iwao Iwamura 
1963. 9. 10 

渡瀬線をこえて、東洋区に入ってみたL、とL、うのは‘
私の長年の念願で、あったが、一昨年の春( 1961 ) と、木
年の夏 (1963) そのチャンスにめぐまれ、奄美群島で蝶
を採集することが出来た。奄美群島の蝶相に関しては、
以前にも相当の人々によって報告されており、その大さ
っぱな分布状態に関しては、大体判明したとL 、つでも過
需ではなし、。しかL 、もっと範周をせばめた、レわゆる
ミクロの分布状態という点になると、未だ十分ならずの
感が強くするのである。これからのべる採集報告は、そ
の時の採集記録であるが、これら地方の蝶の分布上に少
L でも役に立てば宰L 、である。
I  日程及びコース

R) 
3月llR
浮島丸にて神戸出港 (13.00)
3月13日
鹿児島県大島群紳永良部局和泊港着 (18.00)
3月14日
和泊付近採集η 沖永良部高等学校泊。
3月15日
荊l泊一知名問採集。
3月16日
進学に関する懇談会問席。採集中止。
3月17日
和泊採集。徳之島向け111発( 17.00)
3月18日
大島群島鹿浦上際ー犬問布一鹿浦( 11'1)
3月19日
鹿浦ー犬回布一鹿浦= ヲミ而縄( 泊)
3月20R
面縄付近採集( 泊)
3月21日
而縄弓亀津。徳之崩高等学校( 泊)
3月22日

(14.00)-六住用村

3月23日

-258 ー

住用村新村付近採集( 泊)
3月24日
新村万宇検村湯湾( 泊)
3月25日・ 26日・ 27日
湯湾一回検ー湯溝( 泊)
3月28日
湯湾 (8.00)芳新村芳東仲間-JIII村一東仲間
(泊)

3月29日
東仲間一東城一城一東仲間( 泊)
3月30日
東仲間芳朝戸育小湊( 泊)
3月31日
小湊付近採集( 泊)
4 月 1 日
小湊芳朝戸芳名瀬C lI自)
4月2 日
名瀬守浦上号名瀬( 泊)
4月 3 臼
八坂丸にて鹿児島向け出発p

7月22日
名瀬向け鹿児島出港 (17.00)
7月2311
名瀬 (9.30)号小炉支朝仁万名瀬( 泊)
7月24H
名瀬万小湊三朝戸芳名瀬( 泊)
7月25日

7月26日
新村付近採集( 泊)
7月27日
新村芳西仲間苛城有名瀬( 泊)
7 月28R
名瀬 (9.00)T ; 務港( 喜界島) ー赤連一湾( 伯)
7月291J
湾守支坂嶺一大朝戸一中間一清( 泊)
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j申示良部島 国時崎

( 福田: 鹿児島県の蝶頬ょ町)

名瀬 (9.30) 神戸向け出発
I 採集結果
Hesperiidae ( セセリチョウ科)

1. Udaspes folus Cramer， ( オオシロモンセセリ)
奄美群島の特産種であり、その内でも特に大島のみに

l 見られる特産種であるのしかも、同島におし、ても、その
個体数は決して多いとはし、えなレ。戸二れまでの記録によ
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l もあって、ごく最近まで、わが国に産することが知られ
| てし、なかった種類である。木般の生活史、現地における

ては未だ不明の点が多L¥) 食草がゲットウである己とが
判明していた関係から、 3月と 8月のL、ずれの採集の場 | 原因して、判断jしてレない" 3  
合も、たえず注意をおこたらずゲットウのまわりをくわ | 統的に成虫が採集されてし、ることや、この度の採集個体
しく調査してみたので、あるが、わずヵ、 1 | カ' ; ，、ずれも大破してし、たこと等から考え合わせると、こ
ある。 I れまで木積の越冬態として考えられていた成虫、サナギ
(27、W.1963、城、 1 古、 0、 + ) のldii説の内、 I有者の可能性が強いようである。木積はこ

2. Notocrypta curvifascia C  et R. Felder. れまで、奄美大ぬと沖永良部島に産することが知られて
( タロセセリおり、これで本群島 51訪中、 3 品( 奄美大島、沖永良部

前種同様、日本における代表的南方系セセリチョウで | 島、徳之島) でよよられることが判明した。
あるが、前種ほどその分布が極在することはなく、大鳥 (19、 IB
群島以外にも、屋久島・種ケ島・九州・四国南部等に分 I 5. Pelopidas mathias oberthuri， Evans. 
布している。前越中央に比較的大きな白斑がある以外、 チャパネセセリ)
全身真黒であるところからこの名がつけられたのであろ |  品内各所に普通であるu

うが、 i寝り気の多レ川すじゃ木陰等でその姿を見ること
が多L、。大鳥におし、ては、その倒休数は決して少なくな I  (26、VII .1963、新村、 6 古主、 3 1. -[ト)
し、とのことであったが、この度の採集では意外に少な I  (30、W.1963、大朝戸、 1 古、 O、+ )
く、わずかに 2 首舎を得たのみである。 I 6. Parnara guttata Bermer.巴 Grey
(28、1B .1961、東仲間、 1 古、 O 、+ ) (27、W.1963 I イチモンジセセリ)
西仲間、 1 君、 1、+ ) 以上レずれも大島。荷積と同じ所に産するが、例体数はし、ちぢるしく少な
3. Choaspes benjaminii japonica， Murcey. レ。

( アオバセセリ (26. VIl .1963、新村、 1 O‘O  、+ ) (23、W.1963‘小
新村( 大島本島住用村) では比較的その個体数が多 1 宿、 1 ♀、 2、+ ) 以上大島( 19、 DI .1961、犬回布、
く、同地では普通であるが、その他の地方では少なL、。 I 1 号、 O 、+ ) 以上徳之向仁
しか L、その分布範周は比較的広L、ょうで、相当の範周 Papilionidae アゲハチョウ科)
にわたって、本種の姿をみることが出来た。とび方はォ I  7. Papilio xuthurs Linne. ( アゲハ)
キナワビロウドセセリに似ているが、それよりもややか |  島内雫る処で多数その姿を見る 4 とが出来る!
んまんである。 Lかし、古の占有性は逆にオキナワビロ I  8. Papi1io  polytes polycles Fruhstorfer. 
ウドセセりよりもはるかに強いようで、同一場所に、何 シロオビアゲハ)
度となくま L、もどる乃がみられた。 I 東洋区に広くその分布範聞をもっ木種も、日本では奄
(26、VlI， 1963、新村、 1 ♀、 O 、+ ) (25、1B .1<l61湯 | 美群島にのみ見られる稀種であるn 現在の処、与論島、

湾、 1 君、 O 、+ ) (26. 1B， 1961、湯湾、 2 ♀♀、 O 、 | 沖永良部島、喜界島等の隆起サンコ礁の島々に分布する
+ )  (28、 IB .1961、東城、 1 ♀、 O 、+ ) (24、DI .1961、 |  ことが知られており、これらの島々では 3月下旬より、
新村、 2 き右、 1 ♀、 0、 lイ) 以上大島。( 18、 IB .1961 I  10月頃まで成虫の姿を見るιとか出米る c

犬111布、 1 ぢ、 O、+ ) 以上徳之島。 I しヵ、 L. 奄美大品や、徳之島におL 、ては、これまでに
4. Ihsora chromus inermis， Elwes 召t Edwards. 本種が分布するとL 、う確実な証拠はなく、その土着は疑

( オキナワビロウドセセリ同視されてL、たのである。徳之島におL 、ては、先年儒III
徳之島の鹿浦から犬旧布仰に通じる自動車道路の右手 I  (Satsuma vol No， 2、1959) によって、両縄で 1 Sが
には、きりたった山ハダにそって、パパイヤ、ソテ、ソ、 | 採集されてL 、るか、この時の個体は大破してL 、たとのこ
リュウキュウアザミ等が野生しており、これらの聞をま ! とであり、氏の意見によっても、土着してレるカ、どう
るで機関銃からうち山される弾丸のように盛んにとびま lか、はっきり



h る¥ ，ずれにしろ、 j也fF!1(I'J，ょ大変カ iけはなれて L、るい1' I  (2日、 VIII1963、新11. 1  、 2  '; 
永良川刊の向島じか iJーみれ寸ヒアゲノカ、問 I  (1、N困問、 IrlLl:c> 1 九 2. + )以上奄美大1 <，' "

ft界!日j と1tつL、11 と界 (29、V¥ff 大和l戸、 J 、 l、ート) (30、VlI1963 
の先にある大防にはi;( しなし、か、又はたとえ土着してし、 1 羽県・川t局、
るとしても、その11附ノド数力相l端に少なL、と L うことは、 10 Papilio hele nus nicconicolens B l1tler. 
liij者 2 ，1;，'d):¥' 、ずれも際起サンゴ砕の品であるのに刻し モンキアゲハ)
て、後者がそうでなし、} とと考えあわせると‘大変興味 |  山内烹る所に多産 L 、特に部落内の樹木付近に多¥ ，
のあるニとである 1 21"1の採集調子471におし、て、その係官三百己諒が少なし、のは、
(14、目 1961、荊 111'1. | 本的がアゲハチョウ利中、最もそのとび方が早く、極め
05. cli、 m. i て収集困難であるためであり、決して例{ 本数の少なL こ

|  とに原因してL、るのではな l "  
部島 (20、亜 1961、l(rI縮、 1 号、 o _+) (21、II .  (18、目 1961、脱浦、 1 ♀、 O 、十) )20、 111 .  1961li'li  
1961、亀津 1 、rl!学、 o ? ) 以上徳之島c (28、澗 |縄、 1  ) 以上徳之向。 (15、IIT

(29、w. I  1961、知名、 1 .19 
1963、大朝戸、 8  O 二、 3 ♀午、 (30、V11 I  61、泌1旬、 1、十十) (26、 111 .1961、湯湾、 4  '8 e 、 1 ♀ 
1963、羽里、 5 、、 2 、件) (27、目 1961、湯湾、
9. Papilio m e m n o n  thllnlッergii von Siebold. 廿) (28、 111 .1961、東イ'1'1，'，1、 1 乙、 O十十) (29. m.1961 

( ナカサキアゲパ城、 3 古r¥ (30、目 1961、朝戸、
本種はモンキアゲハと共に年々北上をつづけて L、る代 I  (31、 111 .1961、小淡、 1 古、 2 、
来的種類の 1つであり、最近になって、島根、鳥取、広 | 件) (1、 IV .1961、名瀬‘ 1 (i、
11:t ; 、和歌山等の諸県 H こも土着 Lてし、ることが :I'IJ IijJ  L  I  (2、lV 1961、浦上、 2 古U (26、V[.1963
たり兵庫県におし、ても、最近赤袖l市で数頭の採集記録か | 新村、 1 ♀、 2 、十 (27、VII .1963、西仲間、 2 汽::r;、
あり、これらの事実より、このj山に土着してし、る可能性 1  (29、V] .1963、大相戸、 1 君、
ももたれてしる〔今の処関東をはじめとする東北、北海 I  1、+ ) (30、VII .1963、羽阜、 l ' .11撃、 O 、? 、+ )
道等の東 rl本には、ほとんと木種の採集された記録はな | 以ヒ喜界品。
く、分布してしる可能性はなL、c しか L 、木州以北で I  11. Papilio protenor d e m巴trills Cramer 

Vこし、たれば最も クロアゲハ)
多F去するアゲハチョウの lつとなり、各地で、内地では |  本州に産する例休に比べて、柑支の赤斑の発達かし、ち
とうてL、みることの11 ¥ 米ぬほど白斑の発達した宇を、多 ! ちるしく、特に 8.こその傾向虫、顕著であるため、一見す
数みかけることが出来る 11をび方は、モンキアゲ八等に |  ると別種のような銑党におちL 、るニとカ〉あるヘニの度の
比べると力、んまんであり‘採集は比較的; 容易であるこ本 I  21"1の採集を通じて得られた個体は以外に少なく、特に
俸の平には、遺伝的な 2 JWとして、古くから有尾、無尾 | 夏の喜界、春の1'1'永良部では、そのfI，!，j休すら児ること力、
の両型力、知られてし、るが、 11本産のものは、すべて無尾 I  lH来なかった
型であり、有尾型と L ては、 1961年10月 7 11常崎県宮崎 0 8、目 1961、鹿浦、 l 雪、 O 、+ ) (20、目 1961.ffli
7i1¥ " 子供の同" 遊閑地内で採集された唯一の記録かある !縄、 3 合守、 O 、十) 以 k徳之島， (25、問、 1961、
のみである。( 1 'yo to G a， voL XIII ptl. 1963) したカ. I 田検、 l 色、 O 、+ ) (29、 III .1961、城、 l 古、 2、+ )
って、この度のJ采集品はすべて無尾型であるが、 L、ずれ I  (2、IV



以ヒ徳之j詰i， (25. 園、 1961、111検、 4 o  I  (18、 IU .1961、鹿洲、
4十) (2お6、 nl .1刊96引1、捗泌Ji湾侍瓜、 日き

1111ω96引l、城、 1  . ¥ ( )  -1) (27、目 1961、湯済‘ 2 、l耐組、 2 ，1， ):、
(初、 111 .1961、*1'1'問、 1 、 O 、 (27、 IU ，1961、協1湾、 1 ，1;，、 O 、# ) (30、目

十) 3 古己、 1  :;、 11) I  1961、制打、十十) (2、IV .1961、浦上、件) 以上大島仁
(2、 IV .1961、浦 l:、 I  (14、 111 .1961、和泊、 3 ぢ常、 2
13. Graphiu111 sarpE'don nipphonum Fruhstorfer. J:J 

( アオスジアゲハ上 i '4'永良部品
防|付L 、たる所に分布しているが、立森とも伺休数は多 i  16. Hebo 11loia glaucippe 山 irozui Kurosawa et 
くなかった (20、目 1961、 2 1)古、 HfJ縄、 O  、) 以 Omoto. ツマベニチョウ)
1:徳之品。 (25、 111 .  1961、田検、 I  ツマヘニとは前倒先端にある赤色玖より 11¥ た名であ
1、ヰ) (26、 111 .1961、湯湾、 1 号、 0 + ) (29、 111 I  り、木邦丙= シロチョウ科中最大の美麗種である 内地に
1961、!jiJj戸、 1 ¥ O  、+ ) (30、lIT. 1961、制戸、 3 I  i択するシロチョウf '1とは違レ、その飛び方は極めてダイ
A ヲ， 0 ， + )  (31、目. 1961、小湊、 1 り、 O 、+ ) I ナ i ックで L かも早く、花に吸みつにやって来た個体以
(2、l V .1961 浦上、 1 ♀、 O、 + ) 以上大品外i主、ほとんど採集することか品来なし、 しかし、ナカF

14. Byasa alcinous loochooana Rothschild. サキアゲハやモンキアゲハでよく知られてレるように、
( ジャコウアゲノ、本傾にも蝶道なるものがあるらしく、助所によっては非

木種は北海j註をのぞL、て、本州以南の日本全土にわた |  訴にこれカ lはっきりしてし、る場合があり、こういう所で
って、広く分布 L てし、る種であるが、一般に南部に行く |は、 l カ所に待機することにより、多数の側体を、比較
にしたがって、 その例外一数を摘す。奄三時群島席のもの | 的簡単に係集するニとか11¥来る r 奄美群島のどの島にお
l工、本州旅のものにJtべて附化の傾向かつよく、日I j 可E種 I  ¥， 、ても、防j 1 -J¥' 、たる処でその姿を見るニとカ h出来るが、
とされてL 、る (subsp loochooana Roths hild)。本邦 | その内でも特に商仲間、減、浦ヒ( 以と大，1;&)、羽皇、
pj';アゲハ千ョウ1 '1巾では、肢もその発生が早く、俗一実地 | 大判J i 以上一再界品) 、犬111布、面縄( 以仁徳之島) 等
}jでは、 2月 F旬ごろカ・らすでにJJJ i ; 虫の姿をみうけるこ I  Iこ多産する l 存型jに比へ、夏liQLl:，- - " 般にやや灰色泊、がっ
とか11'，米るとの三とであり、したがって 3 月下旬には、 |ており、l¥ I . !も相当大Zl IJである
すでに第一化はおせん L ており、特に古ではその大半カ: I  (18、 III .1961、鹿浦、 1 勺、十) 以七徳之品. (31‘ 
大破してL、た 奄美群島におし、ては今の処、与命! 誌、再 I  III (2、W
界ヶ島をのぞくのこり 3 I  1961、浦上、 2 1"、 1 ♀、 O 、# ) (23、VIIf .1963、小
これらの島々では概めて多産するわ |渡、 1 乃、 2 、+ ) (24、VII. 1963、朝戸、 7  (')、 1  
(14、 III .1961、 2 (15  目 1961， I  (25、目.

2  I  1、+ ) (26、VII. 1963、新村、 10
目 1961、犬回布、 4 令雪、 8 (20， I  3 、# ) (27、VIl. 1963、同仲間、 16 ()示、 2 ♀♀、 O
III (21 目 1961. I  - 3 、:j::!:)以ヒ大島 (29、VII.1963、大朝戸、 6 合戸、
ff.i津、 2 平平、 (23、 III .1961 I  1 ♀、 o 3  # )  (30、VH. 1963、JII品 2 :1: 
新村、 2 古君、 (26、目 1961、湯湾、 1  I  2 、# ) 以上喜界内r

阜、 1十十) (28、Ill. 1961、東仲間、 3 ぢ亡、 I  17. Co1ias erate poJiographus Motshulsky 
十十) (29， 10. 1961、城、 2 宮台、 (30、 モンキチョウ)
国 1961、'VJI戸、



日本全土にわたって広く分布しており、本邦産シジ上喜界島。
チョウ利中、故11通杯! の一つである" 千百〕こ併，I;:i
も件11f，，1jにIF通にはられるが、 lli i己iTL地やi/lf伴の京Iljtに多
L  、ょうである k ，CjjJi':のものは、|人lJ也Jlrのものにくらべ
てそのノレリ色の発達力} よわく、叫夫而全体が、やや白っ
ぽい感じがし、叉段外線のリ叶; ・はうすく、不明瞭であるれ
さらに後欄外縁の中、紋列は表われなL、か、叉たとえ表わ
れたとしても極めてうすく、 liij者とは相当の差県がみら
れるので日IJ rsiH( (Sl1bSp， ishigakiana Matsl1m ¥1fa.) 
とされてL 、る
0 4、 IIT .1961、干11州、 4 0 5、

sI .1961、知名、 1 母、 O 、:i*) (17、UI .1961、和的、
4  
1961、朝戸、 3 (25、HI. 1961、湯
湾、 2  '0合、 1 史、 土主) 0 、lV .1961、名瀬、

(26、V!I. 1963、新村、
(30、vn .1963、

赤述、 5 雪古、 2 ♀早、 0 - 2 、:i*) (31、VH .1963、
湾、 3 古古、 2 ♀♀、
20. Zizina otis riukl1ensis Matsumura 

( シノレピアシジ n
木種も前種同様、本州産の個体 (subsp. eme-lina 
d巴l' Orza) に対して、奄美群島産のそれは、J } I ] 亜種
(sulコsp. riukl1ensis Matsumur日) とされてし、る。
liii事Rヤマトシシ: と同様、路へきや海岸にその摩地が多
く知られてし、るが、食草の関係からii力検に比べて、その
j ! j ' ( 地はより局地的傾向か強ト L カ・し、産地には決L て
その例休数は少なくはなく、特に荷縄( 徳之向) の海岸
には、 II可稀ーよりもはる力、に多数の個体ヵ、斥し、食草リュ
ウキュウウマコヤン/ ( 木州では 1 ヤコタサが食京と L て
知られてし、るが、これは、奄美群島では児られなl ) の
主わりを、様んに飛びまわってし、たぐ
(15、 JH .7961、知名、 1 台、 O 、+ ) 0 4、m.1961 

利治、 2 小青、 0 9、[IJ 
1961、犬l日布、 1  八 2 ♀♀、 O  、十十) (20、Is .1961、

21. Lampides boeticus Linne. 
( ウラナ i ンジ， )  

アマミウラナミシジミに比べてその個体数は多く、特
に夏期には多数の{ 間休を目撃すること yh明来fら L 、ずれ
も畑地や家の垣根のまわりに栽培されてしるマメ科植物
のまわりを、盛んに71電びまわってL 、た
0 6、m. 1961、和泊、 1 '、 1、+ ) 以ヒi中永良部

品。 (23、河 1963. 小宿、 1 才、 O 、+ ) c1、 VJH .1963 
1市上、 11撃、# ) (24、VH. 1963、小湊、 1  ;、 1  '，'、
O  ‘: t : ) 以上大島 (30‘VlI. 1963、羽阜、 1 、 0 、
ヰヰ) (2目、 YH. 1963、赤述、 1  .、 2  e ♀、 O  、体) 以

22. IIacadll iJ江 kllrava !icplenLrion日li日 Shirozll
(アマ， ''7ラナ i シジ n

f マ、の名が刀、すjffi り、 11本ではず白美群 l(，iJにのみし泊、
ノ1・そくが知られていなレ稀純であるが、岡地では、ヤマ
トシジミ、シノレビアシン人ウラナ :νジ i等につし、で
例休数の多し、積類であるυ 飛び方は近似種ウラナ f シジ
f よりもやや力、んまんであり、特に朝夕には草上に静止
するミと庁、多く、こう L 、う場合には少々近づレても逃げ
ることはな l. 食草モグタチバナの付近に、その姿を見
うけることが多いことから考えて、食草からはあまり遠
くへ行ヵ、ぬようである。奄美大島では11月カ ιら2月にカ h

けての冬の寒冷期を除L 、て、周年その姿を見ることが出
来るが、 3 月におとずれた時には、前後相とも青色部の
大変よく発達した個体が得られたのに対して、 7月のそ
れは、その発達かし、ちちるしく悪く、叉裏面波状斑のみ
だれは小さL、。
(18、1lI .1961、犬田布、 1 古、 2 、+ ) (20、sI .1961 

商縄、 1 ♀、 1、+ ) 以上徳之島っ (23、1lI. 1961、新
(2、N .1961、浦上、 1

♀、 O 、+ ) (25、VH .1963、新村、 2 ♀♀、 1 宮、 O、
+十) (26、VH .1963. 新村、 2 ♀♀、 1
(24、W 目1963、朝戸、 1 ♀、 O 、+ ) (1、市 1963、
浦ヒ 1 ♀、 O 、+ ) 以上大向。
23. Naratl1ra gaponica M l1rray 

( ムラサキシジ n
今阿のJ采集(阿休l土越冬したものであろう。他の烏では
発見1+1 " * なかった (28、1lI. 1961、東域、 O 、+ ) 大

D al1uidae マ夕、ラチョウ干[ )
24. Radena simi1is  Linne 

( リュウキュウアサギマタヲ)
現宅r:Jゥカ1同に定着してし、るマダラチョウ科l士、アサギ
マタヲとリュウキュウアサギマダヲのわずかに 2種類を
数えるのみである。前者は日本全土にわたって広くその
分布範囲をもっており、兵庫県下でもしばしばその優姿
をみることが出来るのに対して、後者は大島群島、それ
も徳之島と大島にのみ見られる純南方系の蝶である〈台
湾、フィリピン等の南方諸島では本種の近縁種であるコ
モンアサギマダラ、ウスコモンアサギマダラ等と共に多
産することが知られてし、るー成虫越冬であるがために、
3 月には場所によっては、本径の大集問がみられ、城、
犬同布等では、 l枝をたたけば、同時に数10頭が飛び11'，
すといった、すばらしい光影に接することが出来た 島
内至る所にその姿を見ることが出来、その飛び方は、ア
+ ギマダラに比べて、きわめてかんまんであるカ、ため
に、常比すれば採集は符易である J し11.し. 7月には安

2 o 3 -



外にその何体数は少なく、第一化と第二化の中間であっ

(19、sI (20、
目 1963、I白l組、 3 3 古、

(30， 
111 .1961、判!"i，さ、 O 、十) (31、 111 .1961、小淡、
2  :1;行、 (1、 VII.1963、浦上、 l  ♀、 O  、
+ )  (24、VIf .1963、引戸、 l ♀、 l  、+ ) 以上奄美大
J市ヘ
25. Cadllga sita niphonica Moore 

( アサキ、マタラ)
引l'永良部、大島で得ること泊、11:来たにもヵ、泊jつらず、

広く分布 L てLレ、るようであるカ
夕ダF ラに比ベてはるカか斗に個体数は少少、なく、叉採集もやや岡
難である
(14、1H .1961、和泊、 1 ♀、 O 、+ ) (17、IH .1961、

和泊、 1 、O 、十) 以上沖永良部品。 (25、IH .1961、
湯湾、 1  ii 、 0 、十十) 以上大島。
26. Limnas chrysippus Linne 

(カノ:マ夕、ラ)
福田( 1962 Satsuma， 10周年記念号) によると、犬

大鳥等の烏々で採集された記録があるとの二とであり、
その内、 7"j1永良部、大島の向島では幼虫も相当数得られ
てし、るようである 叉最近、名瀬市郊外では、越冬"1:1の
個体が発見されており (久(刷、 ミれらの地方では土着
してし、るとのことである{ しヵ、し、木綿; 1 ) 喜界島で採集
された: 己録は今だに'fd見されておらず、この度の採集" 日
銀泊、初めてだと! とiうc j采集例付、1)1の 1 ;; は赤辿. の部議| 刈
に11尖L、て L
処を捕えたものであり、残りの 1 六は、ユ y カや 1) ュウ
ゼツランの野生してL 、る赤j出の海岸をゆっくりとまって
L  、る処をilliえたものであるの L、ずれも、新鮮であり、発
生後間もなL もののように忠われた。近縁のスシクロカ
パマダラやオオカバマタラ等が、 1 カ所に多発する性質
をもってしることカ aら、この度も、採集地付近にまだ採
集される可能性があったので、草原のまわりを詳細に謝

かったp したがって、 4二の度の採集例のみより、本めに
おける本; 俸の土着をうんぬんするよ二とは、ナンセンスで
はあるが. 大島の例とも考え合わせてみると、その可能
性は大きし。今後採集者の増加1によって、採集例も増え
ることであろう L 、そうなれば、もっとはっきり L た乙
とカわ泊 aると思うとなお、本穐の食草はゲットウ( プJ カ
イモ干 1) であり、これは部落付近に多数栽j情きれてし、
る、

(28、河 .1963、赤述、 l 'i、 O 、 + ) ( 3 0、VlI .1963、
詳ぃ l 六、 O 、+ ) J) 七怠料品ハ (17、VIl. 1963、四十j'
I::J、 1 古 11'襲、 十)
LibyLhei.tue テン〆チョウ利)

I  27. L川 thea celtis a m al11iana Sh川 Zll
( テンクチョウ)

11木に産する Libythiedae は 1利、 11瓜 l純であ
るか、その分布は広く、北は北向迫力、ら、南は大品群島
まで 11本全土i わたって、そのノJ三そくか知られている
奄美群島産のものはそれ以北の似1休に比べて、やや大製
となり日リ可liや'T( (Sll bsp. al11a  miana Shir凸zu) とさh
てレる一本傾は{ 也の多くのタテハ主nでみられるように、
l戊虫越冬であり、 H J と 9
することが出来る したtJ;って 3 月には越冬した大破個
体かみられるのみであった。
(27‘自 1961、湯湾、 l  δ、 O 、+ ) (28、 111 .1961、

東城、 1 古、 O 、+ ) (29、M 目 1961、城、 2 古δ、 1
之、 (31、目 1961、小淡、 2 古古、 1 ♀、

(2、IV .1961、 2 古合、
L  、ずれも大品。

Nymphalidae タテハチョウ科)
28. Argyreus hyperbius Linne 

( ツマグロヒョウモン)
現在‘日本に産することの知られてし、るヒョウモン類
は全部で 9属17純であるカ; (Me1itaea 3， Clossiana 
3， senthis 2， Argynnis 2， Damora L  
Argyronome 2， Fabriciana 2， Mesoacida1ia  1. 
Argyreus 1) 北万系の樋がその大半を占め、 1'1*に
産する積迩iにごく近縁の穐か、叉はまったく同一緒カー
満州、支7郎、ヒマラヤ、カラフト、シヘリア等のアンア
J-:!>t北部に) ムく分布してレる:l.j)j iT泊、多レο した泊もって|判
|司、 イ奄在美1群洋糸，1片|
iり)、このj山では;本絹泊 i唯一のヒョウモンチョウとなって
L  、る U J し、その例休数l土以外に多く、 l'iJJ也ではj民将
通種の 1 つとなるべ 干の川一姐先端には' . ' ; ' ミ色闘が発達して
おり、一見して古♀の区別は容易である。同I付し、たる処
に見られるけれども、部落内よりもむしろ畑地等に多L 、
ょうである ν 本種はっし、先年前までは、兵庫県 FにおL 、
ては、秋期以外あまり採集された記録かなく、同じ近畿
地方におし、ても、京都府とほ賀県には産しないものとき
| れてL たさしカ=し、 j丘if . になって、県 Fにおいても、初
| 夏から秋にカ aけて毎年その姿を見受ける三とが出来るよ
うになったし( 赤穂地方) 、叉比良IIIJ頁( 滋賀県) でも
かなりのi肉体を採集 L ており (9 .1963、I.L)
モンキ、ナカサキ等のアゲノ、類と同様、オト穐もカ aなりの
スピード吉、北上をっつけてし、るものと忠われるU

0 4、 1111961、和的、 2 ヰ半、 O 、十+) (] 7、¥11

一部4一



(19、 III .1961、犬凶布、 1 L 、 2 、+ ) 以上徳之LLU
(27、 III .1961、湯湾、 1 子、 O  、+ ) (31、目 1961、
小i袋、 2  O と、 1 手、 十十) (2、IV .1961、浦上
1 単、 O 、十) (24、V1l 1963、'i!JJF-i、 2 ￥与、 O 、+ )
(26、VH .1963、新村、 1  c:. 1、十) 以上大局c

(30、VIl .1963、羽阜、 1 "6、 O 、+ ) (28、¥111.1963、
赤述、 1 ♀、目撃、 ，lj ， 
29. Vanessa indica Herbst 

( アカタテノ、)
例外; 数は以外じ少なく、小淡( 大 I，:j) で l 苫を得たの

みであったc
(31、目 1961、小談、 l 犬、 O 、+ )

30 ， Kaniska canace siphnos Fruhstorfel・
(ノL リタテハ)

|勾I也肢のもの (subsp. no-japonicum von Siebold) 
に対して、大防相ーIlj'-fjのものは別亜種 (subsp. s  iphnos 
Fruhstorfer) とされ亡し、る。島内に広く分布 L てしる
ようであるが似体数は少なく、 Lかもその飛び方カ』件L
4 とも原It I して採集個体は少なかった。 3 JJには秋型の
越冬{ 間休( 大紋) に九. J L て、新鮮な夏型の例外; もある純
度得るιとカ.iU米ること泊} らして、カなり与よくから第一
化がiL : J J i するようであるコ現在の処、喜界、れl'永良部、
大島の 3 ) ゐヵ、らは採集された記録カ〉見られるが、不思議
と徳之島には採集された! 氾録カ、なく、( 11本蝶類分布表
l当水隆) 、この度の採集市録カ初めてのように思われる。

(15. III .1961、和泊、 1 古、 1 、+ ) 以上沖永良部品
(20、目 1961に面縄、 1 ♀、 O 、+ ) (18、 III .1961、
犬lJJ布、 1 (1、N .1961、小
淡、 1 ♀、 O  、十) (1、VIIl .1963、浦上、 l 古、目撃、
O つ、十) 以上大局ぺ
31. Cyrestis thyodamas mabella Fruhstorfer 

( イシカケチョウ)
例体数は以外に少なく、 8 JJにはその姿すら見るιと

泊、出来なカミったのこの度の採集伽1イホは、和歌山県那智産
のもの (28. VIl .1960) に比べて、いずれも遡表のよ1.1色部
分カうすく、 L て越冬 L t乙冬型であることカ沿わカ
るっ今まで、火山、 i'l'永良部におし、ては保年、相当数の
iIOlf"小が係集されてL るようであるが、その他では採集さ
れじおらず、今1"1も発見するιとが11¥来な泊、ったり
(25、目 1961、111検、 1 与、 1、十) (26、目 1961、
1  ( ;、泌湾、 1  ，¥ 十) (27、 III 冒 1961、弘rJftJ、 1 、
o、+ ) (28、 lU .19G1、東城、 1  、 l、 十) (2、IV
1961、illJ上、 2 l  'ずJl
も大島 l

32. Precis 日11¥1 ;¥11 <1 Linne 
{ タテノ、モトキノ

265 

北極道、本州、l ' じ| 出| には産地か知られず、内地では九
州の南端、鹿児品県佐多的Iや薩摩半島にのみ土着するこ
とのう.Uられている稀種であるが、大島群島におし、ては、
こく千年通に見られる。食草がイワダレソウである関係か
ら、lJli熱J台市民物が多数生L 、茂げってし、る部務内よりも、
むしろ州i J 也等で本種の姿を見掛ける 4 とカ込多く、夏期に
は取入れのすんだ稲田で、無数に飛んでL、る4(種を見る
ーとかIl ¥ : 水たっ姐斑上における季節的変共は著しく、 3
Jj 採集の個体は、麹の切れこみが 8 月のそれに比べて相
当強く、叉哀面限状斑は喪失して枯葉状を示すυ なお、
{官徳止忠t告l之，1;'1¥ふj
縁のアオタテノハ、モドキ (σPre伐Cl凶s orithya Linneめ) が産
することカ、女知i日1られており、特に徳之島犬山布 11叩では多数
の採集記録がある。( 街凶、 Satsuma，vo1. VIIl .No. 2)υ 
したがって本種が当地方に土着してし、ることも十二分に
考えられたわけであり、このことがこの度の分布調査の
大きな目標の一つでもあったわけであるが、時期的にみ
てはほとんど同じ61年には、その姿を全然見ることカ干し
米なかったご本種が、タテハモドキに比べて、はるかに
移動性が強く、叉遠方より飛来Jした個体による一時的な
多産の例も、これまでに多数見られることからして、こ
の度の多発も、一時的なものであったと考える方か妥当
のようである c

(24. VH 
(23、¥11.1963、小宿、 2 古古、 (25、¥1[
1963. 新村、 l 台、 O 、+十) (26、VIl .1963、新村、 3
むし 、十十) ( 1、酒.1963、浦上、 10 "6古、 2 ♀ 

(28、車. 1961、束十l'li'd、 4 己古、 1
ヰ、十十) (29、血 1961、城、 2 古古、 3 ♀♀、
十十) (30、lU .1961、朝戸、 3 o 己、 2 ヰキ、
+ 十) 以上大山ο (14、車 1961、和泊、 3 "6 )、
十十) (15、lU .1961、知名、 2 古古、 0 6、
園 1961、荊|泊、 1 占、 1 、十十) 以ヒ沖永良部1II，Ij

(20、
lU 
之島。 (28、河 1993、赤述、 5 合、
件)
+十) (30、可 1963、川樹、羽虫、 4 • 1 千、 o 3  
~、 什〉 以上干苦主界J
3お3 N 巴pμti凶s hvla呂 IllCllle巴11日ta F、，'r刊uhstωorfe剖r-

( リュウキュウミスーノ)
奄美砕片のW'rPi '附であり、 l"jJ也におL て、内j也のコ

おり、外面ヒカード，(JI可i主? を区別するーとは困難のようで
ある。叉その性質もコ、スンに大変よく似ており. '1.Hl 
の小己主な捌を 4 きさ J"， fι止、るわせな力、lう、ゆっくりと、
倒木の上を飛んでL るのが見られるυJJUi の処、大島、



徳之島、沖永良部島の 3 晶に分布してし、ることカ羽| られ
ており、ーれら 3 島にはA 着してし、る斗とが判明してし、
るが、 、てlはよd縦f任F実なJ係:采果集集命万花己録iiうゲi、1孔、7な'Jな(く‘ 産するカ泊
己とi うカ
はj採采集l山J:コ4米l長ミな泊}つ 7た}口 liij後 21111の
調査の| 付、長期のみしカ ι訪ずれておらず、ーの時には、
春期相当の個体数をみる三との山米た他の 3 JI-rrlにおし、て
も、ほとんとその姿を見ること油、:u*ず、ミの点まだあ
る程度の可能性は残されてL、るわけであり、今後もっと
くわしく調査すれば、あるL は産することカ判明Jするヵ、
も知れなし、。
(14、m，1961、平IJi'l':J、 l ￥、 O 、廿) (15、 UI ，1961、

知名、 3 (; (17、盟 .1961、
和泊、 1 古、 1ヘ
(19、s I .1961、犬回布、 1 cs 、 O 、+ ) (20、sI .1961、
面縄、 2 古さ、 1 三、
sI .1961、揚湾、 1  O  、 O  、十) (28、血 .1961、城、 2  
1) o、 1 ♀、 (31、亜.1961、小湊、 1  (;、
O  、十十) (1、 N  1961、浦上、 3 占吉、 l  ♀、
十十) (24、vn .1963、朝戸、 2  己、 1  C子、 十)
(26、vn '  
( 1、淵 .1963、浦上、 1  ， 2 、十) 以上大島c
Satyridae ジャノメチョウ利)

34 ， M 巴lanitis leda Linne 
( ウスイロコノマチ三ウ)

11本民I1付におL、て、槻在究[1られて c'るコノマチョウは
; 本種の他には、クロコノマチョウカ巾、るのみである O オー

ウは、それ以外の屋久品、九州、| 四国等に! ムーく分イ11 して
L  、ることが知られており、東北地方での採集 114録もあ

(23、sI .1961 . 新村 1 ヰ、 2 、+ ) (26、sI .1961、
湯湾、 1  O 、 1 ♀、 (30、皿 1961 ，朝戸、
2  O 古、 2 、+ ) c1、 111 .1961、小lfA， 1  O 、 2 、+ )
(24、VII.1963、名ffll、 l L 、 o、+ ) (25、Vll.1963、
新村、 1 十、 O 、+ ) 以上大川ぃ (14、 II[ .1961、不111(1、
u撃、 2 ? 、+ ) 以ヒ沖永良部品。

35 Mycalesis jotama madjicosa Butler 
( ヒメジャノメ)

(23、 UI .1961、新村‘ 1 /'. 0  、+ ) (28、 1[[ .1961、
城、 1 耳、 l ♀、 O 、+ ) (29、皿 1961、城、 1 出、

、+ ) c1、 IV .1961、小i袋、 1 O 、 O 、十)
以上し、ずれも大島、
以上春夏 2凶の調査i おし、て』葉集するニとの ¥1¥米た蝶

類をまとめてみたのであるが、時間の関係もあって、春
期には大島、沖永良部. 徳之島の 3 品、夏期には喜界島
と大島の 2 島tニL か足をのばす巳二とが出来なかったた
め、甚だ不完全なものとなってしまったミとは事実で、
4 れらは今後の調査で補ぎなってし、きたいと思って L、
るO なお、本文採集記録中、 1 .  2  .  3  .  0 等の番号はf同
体の新鮮度を、十、十十、ヰヰ等の記号は{ 固体数を表わして
おり、 o (新鮮)、 1 (小紋)、 2 (中級)、 3 (大破)、
+  ( 少なL 、) 、十十( 普通) 、特( 多産) の意味であるυ
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